
公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

11 月 21 日（月）、町民体育館において「令和 4 年度 未来の夢子ども体験講演会」を開催し

ました。今年は、ソチオリンピックのスキーハーフパイプで銅メダルを獲得し、プロスキーヤ

ーとして世界で活躍している小野塚 彩那さんをお招きしました。「好きが仕事になる～小野塚

彩那の選択～」という演題で、御自身がこれまで経験してきた様々なエピソードを、出雲崎小

学校 3 年生～出雲崎高等学校 3 年 

生の子どもたちにお話してくださ 

いました。講演後に、中学生は、 

「オリンピックに出場した方から 

普段聞けない話を聞くことができ、 

貴重な時間だった。これからの受 

験勉強へのモチベーションが上が 

った。」と感想を発表しました。 

11 月 23 日（水/祝）に中央公民館 講堂において、出雲

崎総合大学公開講座を開催しました。講師には、今年、新

田次郎文学賞を受賞された、作家の玉岡かおるさんをお

招きし、「瀬戸内と越後の文化の架け橋をたどる～北前船

を馳せた男たちの航跡に乗って～」という演題で講演を

していただきました。 

著名な作家の講演ということもあり、42 名の方が公開

講座に参加し、北前船と帆を開発した工楽松右衛門の話

に耳を傾けていました。 

▲講演を行う小野塚 彩那さん ▲講演後、中学生と一緒に写真撮影 

12/29(木)12/30(金)12/31(土) 1/1(日) 1/2(月) 1/3(火) 備考

町民体育館、屋内GB場 ○ ○ × × × ○
開館日の時間
9:00～17:00

多目的運動広場 × × × × × × 2/19(日)まで冬季休み

北国街道妻入り会館 × × × × ○ ○
開館日の時間
9:00～17:00

中央公民館、海岸公民館 × × × × × ×

良寛記念館 × × × × × × 1/4(水)まで休館

  

    

   

  

    

   

  

  

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 12 月 6 日発行 

出雲崎町公民館 

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

【ソチオリンピック銅メダリスト】小野塚 彩那
あ や な

さんが来町しました 

【新田次郎文学賞受賞‼】玉岡 かおるさんが来町しました 

年末年始の公共施設の休館情報につきまして 

〇は、開館日 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

図 書 館 だ よ り 

「良寛堂を建立した佐藤耐雪展」は、良寛堂建立 100 周年記念全国良寛会出雲崎大会の初日か
ら開催し、県内外の多くの方からお越しいただきました。来館者からは佐藤耐雪、出雲崎と良寛
の認識を深めていただいています。 

今月は最後の一部展示替えとしまして、100 年前の良寛堂建立式の際、堂内に掛けられました
照阿画・貞心尼賛「良寛禅師道影」などを展示いたします。 
 良寛堂建立 100 周年「良寛堂を建立した佐藤耐雪展」は、12 月 27 日（火）までとなっており
ます。この機会に是非、ご観覧ください。 
 

 妻入り会館では、12 月 2 日（金）から明治・大正・昭和初期の頃に商店などで宣
伝などのため作られた引き札（複写）の展示を行っています。独特の色合いと大胆
な図柄で、当時の町の様子を感じることができると思います。また、獅子頭の展示
も行っていますので、どうぞお越しになってご覧ください。皆様のお越しをお待ち
しています。 
【令和 5 年 1 月 20 日（金）まで】   

【日時】12 月 24 日（土）、2 月 18 日（土） 午前 10 時～11 時 30 分            
【会場】出雲崎町中央公民館 視聴覚室 
【内容】12 月 24 日「星に願いを」（生花）  

・星をモチーフしたデザインにして、和モダンスタイルに仕上げてお正月まで飾れます。 
     2 月 18 日 「春の便り」（生花） 

・春の訪れを感じるカラフルな花々で、心弾むアレンジメントを作ります。 
【定員】8 名（先着順、男性も大歓迎です） 【持ち物】はさみ、古新聞 1 日分、持ち帰り用の袋   
【講師】長岡市 明田川 綾子 様      【申込】12 月 16 日（金）までにお申込みください。 
【参加費】1,500 円（当日徴収します）連絡がなく欠席した場合は、材料は買い取りしていただきます。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

過怠/光文社…谷村 志穂 著 

 日本と韓国のふたつの家族。子を欲し
いと願い、切なる思いで飛びついた最先
端医療。幸せをもたらすはずの医療が生
んだ「かけ違え」。2 人の女子学生の人生
が、未来が、翻弄される。  

 迷惑行為に無自覚な勘違い男、盗難騒ぎ
にストーカー、突き落とし…。人気漫画家
のスタジオではトラブルが続出。新米アシ
スタントは解決に奔走するが、それは、自
分の才能と向き合うことに似てきて…。書
き下ろし爽快ミステリー。 

 生活保護大家族から逃げてきたキャバ嬢は、
不動産投資家の綾小路光子と知り合った。数
年後、訳あり老人が長逗留する古びたビジネ
スホテルにひっそり暮らす光子と再開し、生
きるノウハウを学ぶことになるが…。 

【海岸公民館】  

女の敵には向かない職業/光文社･･･水生 大海 著 
 

良寛記念館だよリ 

今月の一句 

老人ホテル/光文社･･･原田 ひ香 著 

妻入り会館だより 

葵のしずく/文藝春秋･･･奥山 景布子 著 

 徳川慶勝、一橋茂栄、松平容保、松平定敬。
幕末に徳川の傍流に生まれ、維新に翻弄された
悲運の高須松平家・四兄弟。彼らの近くで激動
の時代を生き抜いた女たちを描いた作品集。 
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フラワーアレンジメント教室を開催します 
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【中央公民館】 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

インターネットはとっても便利な道具 

だけど 子守りはさせられない 
公民館長 曽根 乗知 

ＧＩＧＡスクール構想を実現していく中で、個別最適な学び、主体的で協働的な 

深い学びを実現していく中で、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した教育は、大きな 

可能性を秘めています。 

そして、これから私たちの生活の中で、インターネット（情報機器を接続するネ 

ットワーク）を活用することは、ますます必要となり、使いこなすことができるよ 

うになることが求められています。 

一方で、大人は、インターネットを活用することのメリットだけでなく、デメリ 

ットも知ったうえで、子どもたちにインターネットを活用させていく必要がありま 

す。インターネットは、子どもたちに「感性・感情」という栄養を降り注いではく 

れません。子どもたちにとって「感性・感情」という栄養は、親や家族、周囲の大 

人や仲間等との、対面の人間関係の中でしか得られないものです。 

 

人は生まれながらにして、相手の意図を先読みして動く能力をもつと言われてい 

ます。例えば、向かい合った赤ちゃんにお母さんがほほ笑み、そのほほ笑みに応え 

て、赤ちゃんもほほ笑み両手を伸ばす場面を分析すると、赤ちゃんはお母さんがほ 

ほ笑む少し前にすでにほほ笑む準備を始めていて、また、お母さんも、赤ちゃんの 

手が動き出すほんの少し前に、すでに手を出す態勢に入っているというのです。 

相手の動きを、先読みして動いているというのです。これが程よい応答性になっ 

て、お互いに理解され、共感されているという感覚をもつことができると言われて 

います。 

私たちは、Zoom などのオンラインのコミュニケーションだと、この程よい応答 

性を感じることができないので、共感するという感覚を持ちにくいということをす 

でに経験しています。 

 

人間の応答性には、言葉だけでなく、五感や視線、雰囲気、タイミングやトーン 

  など、すべてが総動員されます。それらを通して、さまざまな感情がやり取りされ、 

子どもたちは「感性・感情」を育んでいきます。 

 

インターネットでは、この応答性を生かした感情のやり取りがむずかしいので、 

共感するという感覚を持ちにくく、人間の持つ繊細な「感性・感情」というものを 

感じ取ることがむずかしいのです。 

 

インターネットも進化し、バーチャルな世界に五感が伴い、人間関係が生まれ、 

限りなくリアルに近づこうとしています。 

しかし、それらは、生身の人間の持つ繊細さや多様さ、無意識の臨機応変さに勝 

ることはありません。 

 

子どもたちにとって「感性・感情」という栄養は、親や家族、周囲の大人や仲間 

等との、対面の人間関係の中でこそ得られるということを、大人は認識しておく必 

要があります。 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お申し込み・お問い合わせ 

出雲崎町民体育館  

ＴＥＬ0258-78-4700 

小学生卓球教室を開催しています 

 10 月 6 日(木)から、町民体育館で小学生卓球教室を開

催しています。毎週木曜日、町民体育館で練習している

出雲崎町卓球クラブが教室の講師を務め、参加児童は、

ラケットの握り方やボールの打ち方など基礎練習だけで

なく、教室の始めと終わりの挨拶や使用した道具の片付

けをきちんと行うことなど指導を受けていました。 

町民ソフトバレーボール大会を開催いたしました！！ 

 11 月 20 日(日)、町民体育館で第 33 回町民ソフトバレ

ーボール大会を開催いたしました。12 チームがエントリ

ーし、町内外を問わず、総勢 70 名の方が参加しました。

子供から大人まで幅広い年代の方が、ソフトバレーボール

を通じて交流を深めていました。ご参加いただき、ありが

とうございました。 

【入賞したチーム】 

 優勝  ブラザーズてつ 

準優勝 ブラザーズ FC 

第 3 位 すっぱムーチョ 

柔道昇級審査会を開催いたしました！！ 

11 月 27 日(日)、町柔道場で柔道昇級審査会を開催いた

しました。児童は、毎週火曜日・金曜日に町柔道場で練習

し、その練習の成果を試す場として緊張感がある中で審

査会に臨んでいました。柔道の技である受け身や礼儀正

しく挨拶をする姿を見て、児童一人ひとりが真面目に練

習に取り組んできたことがとても伝わってきました。 

入賞おめでとう

ございます！！ 

◎記事訂正のお知らせとお詫び 

 町体だより 11 月号で掲載しました「第 41 回町内ゲートボール大会を開催いたしました」の記事の中で 

 誤りがありましたので、訂正しお詫びいたします。大変申し訳ございませんでした。 

 （誤り）→西越チームが見事優勝しました。 （正しい）→小木ノ城 A チームが見事優勝しました。 


